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福
島
回
際
共
同
大
学
院
大
学

誘
致
を
目
指
せ
日
日

こ
の
ま
ま
で
は
フ
ク
シ
マ
が
消
え
る

安
倍
総
理
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誘

致
に
向
け
て
　
「
東
京
は
安
全
。
原
発
は
完

全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
　
と
世

界
に
発
信
し
た
。
実
態
は
ど
う
な
の
だ
ろ

う
か
。
汚
染
水
の
流
出
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

不
能
で
あ
り
．
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
屯
所
の
収
束
作
業
は
先
の
見
え
な
い

最
悪
の
事
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
事
実
で
あ
る
。

安
倍
総
理
の
発
言
は
、
民
主
党
政
権
時

代
、
当
時
の
野
田
総
理
が
　
「
原
発
事
故
は

収
束
し
た
」
と
発
言
し
た
こ
と
と
大
同
小

異
で
あ
る
。
民
主
党
が
国
民
か
ら
見
放
さ

れ
た
理
由
の
1
つ
は
、
ま
さ
に
こ
れ
だ
っ

た
。
事
態
の
深
刻
さ
に
気
付
い
た
安
倍
総

理
は
、
す
ぐ
に
福
島
県
を
視
察
、
汚
染
水

の
処
理
と
廃
炉
を
国
の
責
任
で
行
う
と
明

言
し
た
。

こ
れ
ら
を
進
め
る
た
め
に
、
近
々
、
東

京
電
力
や
日
本
の
大
手
原
子
力
関
連
企
菜

を
母
体
に
し
た
、
汚
染
水
の
処
理
や
廃
炉

に
向
け
た
大
規
模
な
研
究
機
閑
を
楢
葉
町

に
設
置
す
る
意
向
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に

朗
報
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
極
め
て
不
十

分
で
あ
る
。
フ
ク
シ
マ
の
未
来
は
汚
染
水

と
廃
炉
で
黒
雲
に
報
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

事
態
を
は
ね
の
け
る
に
は
、
世
界
の
英
知

を
集
め
、
未
来
に
羽
ば
た
く
福
島
国
際
共

同
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
　
の
設
置
が
不
可

欠
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
郡
山
市
内
に
本
部
を
置

き
、
猪
苗
代
湖
周
辺
に
展
開
、
世
界
の
医

聖
野
口
英
世
の
生
家
と
合
わ
せ
．
福
島
か

ら
世
界
へ
烏
先
端
の
研
究
成
果
を
発
進
、

世
界
の
発
展
と
平
和
に
寄
与
す
る
国
際
的

大
学
院
大
学
で
あ
る
。
提
唱
者
は
N
P
O

法
人
フ
ク
シ
マ
未
来
戦
略
研
究
所
で
、
郡

山
市
役
所
、
郡
山
商
工
会
議
所
と
と
も
に

一
大
運
動
を
展
開
す
る
。

●
モ
デ
ル
は
沖
縄

沖
縄
振
興
を
痴
げ
て
沖
縄
科
学
技
術
大

学
院
大
学
が
関
学
し
た
の
は
2
0
1
2
年

9
月
で
あ
る
。

す
で
に
福
島
県
議
会
の
ふ
く
し
ま
未
来

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
（
高
野
光
二
会
長
、
議
員

数
6
人
）
　
と
郡
山
市
議
会
の
新
政
会
（
橋

本
幸
一
会
長
、
議
員
数
9
人
）
が
沖
縄
を

訪
れ
、
こ
の
大
学
院
大
学
を
視
察
し
た
。

「
フ
ク
シ
マ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ

れ
は
欠
か
せ
な
い
」
　
と
会
派
を
あ
げ
て
福

島
へ
の
誘
致
に
勤
こ
う
と
し
て
い
る
。

県
議
会
議
員
の
本
田
朋
氏
は
　
「
復
旧
・

復
興
の
要
は
教
育
と
学
問
の
研
究
。
人
材

を
育
て
、
世
界
最
先
端
の
技
術
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
が
フ
ク
シ
マ
の

使
命
」
と
語
る
。
郡
山
市
議
会
諸
員
の
佐

竹
伸
一
氏
も
「
キ
ャ
ン
パ
ス
は
猪
苗
代
湖

南
、
湖
越
し
に
磐
梯
山
が
見
え
る
。
沖
縄

以
上
の
景
観
で
あ
る
こ
の
場
所
に
内
外
の

研
究
者
と
学
生
を
集
め
、
復
旧
・
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
を
建
設
す
る
」
　
と
夢
を

披
蕗
す
る
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
は
ど
ん
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な
大
学
院
な
の
か
。

設
置
に
向
け
た
歩
み
は
、
2
0
0
1
年

に
尾
身
幸
次
内
開
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖

縄
・
北
方
対
策
、
科
学
技
術
政
策
担
当
）

が
沖
縄
に
国
際
的
な
大
学
院
大
学
を
設
置

す
る
構
想
を
提
唱
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

そ
の
後
、
構
想
検
討
会
及
び
国
際
顧
問

会
議
に
お
け
る
検
討
を
経
て
、
2
0
0
2

年
5
月
、
沖
縄
復
帰
3
0
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
、
小
泉
純
一
郎
総
理
が
設
置
構
想

の
推
進
を
表
明
、
沖
縄
振
興
施
策
の
柱
の

1
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
2
q
O
3
年

4
月
に
は
大
学
院
大
学
の
建
地
と
し
て
恩

納
村
が
選
定
さ
れ
、
建
設
が
始
ま
り
、
学

校
法
人
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園

が
設
立
さ
れ
た
。
建
設
費
は
約
1
0
0
0

億
円
年
間
1
0
0
億
円
の
助
成
金
が
出

て
い
る
。
大
学
院
を
運
営
す
る
理
事
会
は

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
踵
の
科
学
者
、
沖
縄
振
興

に
係
る
有
威
者
、
大
学
経
営
に
係
る
有
表

書
等
の
学
外
理
事
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

理
事
長
・
学
長
は
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ド
ー

フ
ァ
ン
博
士
（
元
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
線
形

加
速
器
セ
ン
タ
ー
所
長
）
．
副
理
事
長
，

上
級
副
学
長
は
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
マ
ン

氏
完
米
国
立
衛
生
研
究
所
・
国
立
神
経

疾
患
・
脳
卒
中
研
究
所
副
所
長
）
で
、
日

本
人
は
元
文
部
大
臣
、
東
大
総
長
の
有
馬

朗
人
財
団
法
人
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団

会
長
、
窯
川
清
東
京
大
学
名
誉
教
痩
二
花

内
閣
特
別
願
間
ら
が
加
わ
っ
て
い
る
。

研
究
分
野
は
神
経
科
学
、
分
子
・
細
胞
・

発
生
生
物
学
、
数
学
・
計
算
科
学
、
環
境

・
生
態
学
及
び
物
理
学
・
化
学
の
5
つ
の

中
核
分
野
を
基
礎
と
す
る
先
端
的
な
研
究

で
、
5
年
一
貫
教
育
の
博
士
課
程
で
毎
年

約
2
0
人
前
後
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
凸

1
期
生
は
3
4
人
で
、
う
ち
日
本
人
は
5

人
。
ア
ジ
ア
か
ら
は
中
国
．
イ
ン
ド
、
パ

キ
ス
タ
ン
な
ど
の
1
2
人
、
米
国
か
ら
は
3

人
、
欧
州
か
ら
は
ド
イ
ツ
や
英
国
な
ど
の

9
人
、
ア
フ
リ
カ
・
中
東
か
ら
は
エ
ジ
プ

ト
な
ど
の
5
人
、
女
性
は
1
0
人
。

フ
ク
シ
マ
が
置
か
れ
る
状
況
は
、
沖
縄

と
同
じ
よ
う
に
厳
し
く
暗
い
。
小
泉
総
理

に
な
ら
っ
て
、
安
倍
総
理
の
決
断
に
す
べ

て
が
か
か
っ
て
い
る
。

●
東
北
大
学
を
核
に

沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
を
核
に
纏
え
た
が
、
フ
ク
シ
マ
未
来
戦

略
研
究
所
と
し
て
は
「
世
界
に
開
か
れ
た

共
同
体
と
し
て
の
東
北
大
学
」
を
ピ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る
東
北
大
学
を
核
に
、
東
大
、

京
大
、
大
阪
大
、
名
古
屋
大
、
九
州
大
、

北
海
道
大
、
東
工
大
、
一
橋
大
、
早
稲
田
大
、

慶
應
大
、
同
志
社
大
な
ど
を
は
じ
め
、
福

島
大
、
福
島
医
大
、
会
津
大
、
日
大
工
学

部
な
ど
県
内
の
各
大
学
の
英
知
も
結
葉
。

こ
れ
に
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ

ア
な
ど
の
協
力
も
仰
ぎ
、
大
学
院
に
す
べ

き
と
提
言
し
て
い
る
。

こ
の
9
月
に
は
、
郡
山
市
の
吉
崎
蟹
介

副
市
長
、
箭
内
研
一
総
合
政
策
部
長
、
郡

山
商
工
会
議
所
の
大
槻
順
一
願
間
．
内
藤

清
吉
副
会
頭
、
東
北
大
学
郡
山
地
区
同
窓

会
・
郡
山
青
葉
会
の
富
田
孝
志
幹
事
長
、

フ
ク
シ
マ
未
来
研
か
ら
は
星
と
佐
竹
が
出

席
。
東
北
大
学
本
部
で
同
大
票
災
復
興
推

進
担
当
、
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
の
原

信
義
理
事
と
面
談
し
、
同
大
の
世
界
戦
略

や
大
学
の
国
際
化
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

研
究
拠
点
、
社
会
変
革
の
エ
ン
ジ
ン
構
想

な
ど
里
見
進
総
長
の
「
里
見
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
聴
い
た
。
同
大
側
も
郡
山
の
構
想
に
理

解
を
示
し
た
。

こ
の
後
、
大
学
院
工
学
研
究
科
皇
子
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
の
石
井
摩
造
教
授
の
研
究

室
を
訪
ね
、
除
染
問
題
を
う
か
が
っ
た
。

フ
ク
シ
マ
未
来
研
で
は
郡
山
市
、
郡
山
商

工
会
議
所
と
共
同
で
、
文
部
科
学
省
、
経

済
産
業
省
、
復
興
庁
な
ど
に
も
陳
情
、
福

島
県
も
も
ち
ろ
ん
猪
苗
代
町
、
会
津
若
松

市
に
も
呼
び
か
け
、
運
動
の
和
を
広
げ
る

考
え
で
あ
る
。
本
県
選
出
の
根
本
匠
復
興

大
臣
に
は
特
段
の
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。


